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「人」力主役まちづくりを、

デジタル技術で加速させる。
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」のことを考えなくて1

、

どっすれぱ、住む人も、訪れる人も、

もっと決適で、楽しめるまちになるのか?

行政の職員も、市民も、いっしょに考えなから、

より良い長崎をつくっていく。

長崎市はデジタル技術を活用しながら、

人にやさしい、「人」が主役のまちづくりをすすめます。

長崎市長

です。
、

つくるのか。
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第1章計画の概要

'

第1 画の概要

1 計画の背景・目的

(1)背

急速な少子高齢化による人口減少時代を迎え、2040年には日本の65歳以上の高齢

者人口(老年人口)がビークになるとされている。

地域が抱える課題も複雑化、多様化する一方、労働人口が減少する中でも、先端技術

の活用により生産性を向上することで、サーピスを継続して提供できるよう、企業や行

政においてデジタノWヒのチ隹進が求められてきた。

このような中、新型コロナウイルス感染症の拡大により、ライフスタイルや働き方な

ど、社会の前提が大きく変容し、行政や様々な分野でデジタル化への対応の遅れが課題

として浮き彫りとなったことから、最新のデジタル技術を活用し、仕事の進め方や組織

のあり方までも変革するような、デジタル・トランスフォーメーション(DX)への取

組みがより一層求められている。

また、現在世界共通の課題として、地球温暖化に対し温室効果ガスの排出量と吸収

を均衡させる力ーボンニユートラルの実現や、誰一人取り残さない、持続可能な社会を

目指すSDGS※1の実現が求められている。産業構造まで変革するようなデジタル・トラ

ンスフォーメーション①X)は、これらの課題への対応に貢献するものとして期待さ

れている。

本市では、高齢者人口が2025年にピークを迎える見込みであるなど、全国より早い

ペースで高齢化が進んでいるほか、若い.世代の転出超過や少子化も進展しており、労働

力の絶対の不足は、本市の産業全体に影を及ぼすものである。地場企業や長崎市は、

最新のデジタル技術を活用し、仕事のやり方や組織のあり方までも変革するような、デ

ジタル・トヲンスフォーメーション(DX)を強力に進めてい力寸引ナれぱならない。

(人)
550,000

500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

蛇人口

喪嶋県長尚市

拜少人口 生産年齢人口

4P '゛ず'糸ゞゞ゛゜゛、詣゛'ず゛'ぜ9

老年人口

突粘 推計仙

※出展:地域経済分析システム RE5AS
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(2)目的

労働力の絶対が不足する人口減少時代へ備えるとともに、新型コロナウイルス感染

症を契機に急速に進むデジタル社会へ対応し、市民のらしやすさや訪れる人の過ごし

やすさに貢献するため、様々なデータや10T艇、ロボット、 A1※3等といった先端

技術を本市の産業や生活に取り入れ、地域経済の発展と地域課題の解決を実現する「都

市のデジタノUヒ」と、先端技術を活用し業務等を効率化することで持続可能な形で行政

サーピスを提供していく「行政のデジタルfヒ」を戦略的かつ計画的に推進することで長

崎市全体が変革することを目的とする。

計画の位置づけ

長崎市第五次総合計画の下位計画として、総合計画で掲げる目指すべき都市像「個性輝

く世界都市」「希望あふれる人間都市」の実現をデジタノWヒの側面から支援するための計

画とし、各分野の個別計画を横断的につなぎ合わせる「横串」としての役割を持たせる。

第1章計画の概要

分野別

.

長。市第五次総合計画

地方自治

都市

なお、官民データ活用推進基本法(平成28年法律第103号)第9条第3項において、

市町村における官民データ活用の推進に関する施策の基本的な計画の策定が努力義務と

されており、同法が地方に求める施策を本計画に含むことにより、「市町村官民データ活

用計画」にも位置づける。
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第1章計画の概要

3 計画の期間

上位計画である長崎市第五次総合計画の計画期間と合わせ、令和4 (2022)年度から

令和12 (2030)年度までの9年間を計画期間とする。

なお、基本施策につぃては、一定期間で成果を出すとともに、社会変化やデジタル技術

の進化へ適切に対応できるよう、3年問の3期に分けて実施していく。

また、基本施策に基づく個別施策拐"冊)や各種事業については、毎年度進捗状況を把

握・Z平価し、必要に応じて個別施策偶リ冊)の見直しや新たな事業の立案につなげていく。

令和4年

(2022)

令和5年

(2023)

Ω2
令和6年

(2024)

長崎市第五次総合計画

令和7年

(2025)

基本施策

令和4年~令和6年

稔022)(2024)

長市DX推進計画

令和8年

(2026)

4 推進体制

DXに関する施策の総合的な推進及び調整、DXの推進に関する計画の策定を担う「長

崎市デジタル・トランスフォーメーション①X)推進本部」(本部長:市長、副本部長:副

市長、本部員:部局長等)のもと、市長直属の情報政策推進室が、 DX推進に係る企画及

び調整を行い、各部局力準斤管する取組みや、部局を超えた横断的な取組みを推進していく。

Ω舞Ω
令和9年

(2027)

令和4(2022)年~令和12(2促0)年

令和10年

(2028)

令和4(2022)年~令和12(2030)年

令和Ⅱ年

(2029)

基本施策
ア和10年~令和12年
Qm幻(2山0)

令和12年

(2030)

.
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デジタル・トランスフォーメーション(DX)とは

「1Tのが、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念

であり、「デジタjレ技術による変革」を意味しています。データやデジタノ時劃荊を活用

することがDXではなく、活用したうえで、社会そのものがより良い方向へ変革する

必要があります。

社会変革につながるDX・は一朝ータで実現するものではなく、本計画においては、

次の2つのデジタjWヒ{こ取組んでいった果として、 DXに至ると考えてぃます。

デジタイゼーション

( D igitization)

段階

デジタライゼーション

(Digitalization)

第1章計画の概要

DX

(Digital Transformation)

部分的なデジタjUヒ

内容

※ DX (ディーエックス)の「X」はトランスフォーメーション(Transformation)

の略ですが、「T」ではなく「x」と書くのは、「Tr己n5」が「交差する」という意

味があるため、交差を意味する1文字「刈が使われています。

プロセスを含む

全体的なデジタノ山ヒ

・紙の類を電子化する

・対面からオンライン相談へ

上記2つのデジタノⅢヒへ取り組んだ結果、社会変革が起きること

※ I SDGS (エスディージーズ)

「sustain己ble DevelopmentG0ヨ1S (持続可能な開発目標)」の略称.平成27(2015)年9月25日に

国連サミツトで採択された、令和稔(203の年までに持続可能でよりよい世界をめざす国際目標。17の

ゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない(1eavenoonebehind)」こ

とをっている。

※ 2 16T (1ntemet ofthirlgS の略)

人を介さず、自動車、家電などあらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取りをする

こと。

※ 3 AI (A忙市Cia11nte11igenceの略)

人工知能。

事例

文雷事務全般の電子化

(起案決裁・保管廃棄の電子化)

行政手続きのオンライン化

(申請受付審査゛吉果通矢口の電子化) ^
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第2章国・県の動向

第2 国・長崎県の向

1 国の動向

(1)経済発展と社会的課題の解決を両立するSociety5.0の実現へ

国は、第5期科学技術基本計画(平成 28 (2016)年1月策定)で、 society5.0※1

を提唱し、 10T、ロポット、 A1やピッグデータ瀧といった社会のあり方に影を及

ぽす新たな技術を、あらゆる産業や社会生活に取り入れ、経済発展と社会課題解決を両

立していく新たな社会の実現を目指している。

t

.

r劉
toTで金ての人とモノがつなが
り、

.

A1により、

●要な慎侃の探雪1・分折がn按
儲用腿力)が●要ノテ

゛ノ

SOC

(2)官民データ活用推進基本法等の制定

平成28 (2016)年12月、官民データの適正かつ効果的な活用の推進を目的として

官民データ活用推進基本法が施行され、国民が安全で安心して暮らせ、豊かさを実感で

きるデジタル社会の実現を目指し、基本的施策として行政手続等のオンライン化原則や

オープンデータ※3の推進等力Ⅷ月記された。

令和元(2019)年12月には、「情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律

(デジタル手続法)」(平成14年法律第151号)が施行され、デジタル技術を活用した

行政の推進の基本原則として、「デジタルファースト(個々の手続・サービスが一貫し

てデジタルで完結する)」「ワンスオンリー(一度提出した情報は、二度提出することを

不要とする)」「コネクテッド・ワンストップ(民間サーピスを含め、複数の手続・サー

ピスをワンストップで実現する)」を掲げている。
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3)コロナ禍を契機にデジタノWヒが加速

令和2 (202の年7月、新型コロナウイルス感染拡大を踏まえ、官民データ活用推

進基本計画が改訂され、1Tやデータを活用した感染拡大阻止に取り組むとともに、長

期間又は断続的な接触機会の減少の中にあっても、社会が機能し、経済が成長可能とな

るよう、テクノロジーを盾区使した災害対応を進め、デジタノWヒによる社会の強靭化を図

ることとされた。

同年12月に策定された「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」では、デジ

タル社会の目指すビジョンとして、「デジタルの活用により、一人ひとりの二ーズに合

つたサーピスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会」が掲げられるとともに、

「誰一人取り残さない、人に優しいデジタノUヒ」を進めることとされた。

同日、デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針を踏まえ、「デジタル・ガバメン

ト実行計画」が改正され、自治体の情報システムの標準化・共通化の推進や行政手続の

オンライン化等を盛り込み、デジタル・ガバメントの取組みを加速することとされた。

また、国は、自治体が重点的に取り組むべき事項・内容を具現化するとともに、国に

よる支援策等を取りまとめた「自治体デジタル・トランスフォーメーション(DX)推

進計画」を策定し、自治体の情報システムの標準化・共通化や、行政手続のオンライン

化など6つの重点取組事項や、自治体DXの取組みとあわせて地域社会のデジタノUヒと

デジタル・ディバイド 4対策を取り組むべき事項として示した。

第2章国・県の動向

4)デジタル庁の設置

令和3(2021)年5月12日にデジタル社会形成基本法やデジタル庁設置法を含むデ

ジタル改革関連6法が成立し、同年9月1日にデジタル庁が設置された。

デジタル庁は、日本のデジタル社会の司令塔として、人々の幸福を何よりも優先し、

国や地方公共団体、民間事業者などの関係者と連携して社会全体のデジタル化を推進す

る取組みを牽引していくこととし、その羅針盤として、同年12月24日に「デジタル

社会の実現に向けた重点計画」を策定した。

長崎県の動向

(1)県民が安全で安心してらせ、、さを実感できる強靭なデジタル社会の実現

県は、令和3年3月に「ながさき Society5.0 推進プラン」を策定し、 2040年問題

をはじめ、中長期的な視点から、本県が直面する地域課題をしっかりと認識し、あらゆ

る分野において、積極的かつ能動的にICT※5の利活用による課題解決、デジタル.ト

ランスフォーメーション(DX)の推進を実行し、県民の豊かで質の高い生活及び産業
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第2章国・県の動向

振興、地域活性化が図られる、 society5.0の実現を目指すこととしている。

本市に関連する取組みとして、県は、この「ながさきSociety5.0推進プラン」に基

づき、県内市町と共同し、スマート社会の礎となる、行政と民間が有する様々なデータ

の集積・共有・活用を可能とする「データ連携基盤」を、令和3年度中に構築すること

としている。

その街固有の解決したい課題・ありたい街の理想像

郡キ05

※ I society5.0

^社会(societyl.0)、耕社会(society2.0)、工業ネ士会(society3.0)、情報社会(society4.0)

に続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画において我が国がめざすべき未来社会の姿

として初めて提唱された言葉。仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社

会的課題の解決を両立する、人間中心の社会(sociew)。

※2 ピッグデータ

従来の橋造化データ(Exce1等)と異なり、テキスト・音声・動画・画像・SNS・webページなどか

ら得られるデータを含む様々な種類・形式のデータによって構成された巨大なデータ群のこと。

※3 オープンデータ

行政や公共機関などが保有する地1里空間情報、防災・減災情報、統計情報といった公共性の高いデー

タのうち、「機械半"読に適したデータ形式で、二次利用力句能な利用ルールで公開されたデータ」のこ

と。

※4 デジタル・ディパイド

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差。

※ 5 1Cr (1nformation & communicatめns Techn0109Yの略)

情報通信技術。

産勲データ行政データータ(10Tセンサー)

首長のコミットメント'産学官連,'体制・運宮のルール

ユーザ・却俳ホータル

1印見」み 貯尖

ユーザマネジメント

データマネジメント

防犯
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第3 本市を取り巻く報化の向とこれまでの状況

1 本市を取り巻く報化の動向

インターネットは、これまでも生活を支えるものであったが、新型コロナウイルス感染

症の拡大に伴い、テレワークや在宅字習など、非対面・非接触での新しい生活様式に不可

欠な高速・大容の通信が可能な光回線の整備が急務となった。

このことを受け、国は、 society5.0 を支えるインフラとして進めていた光回線の整備

を前倒しすることとし、この国僻甫助事業を活用する電気通信事業者を長崎市も財政支援

することで光回線の整備を進めており、令和4年度には市内全域で光回線による超高速イ

ンターネットが利用できるようになる。

令和3年11月に開業した「出島メッセ長崎」は、大容の光ケーブルを施設内に引き

込み、 10GbpS※1のインターネット環境が整ったM ICE÷2施設である。 5G※3基地局も

随時設置することとしており、りアル・オンラインのハイブリッド会議、e スボーツ知

など、多様な催事に対応できる。

第3章情報化の動向と取組状況

^

長崎は知の拠点が充実してきており、長崎大学は令和2年4月に情報データ科学部を設

置し、長崎県立大字は平成28年4月に日本初の情報セキユリティ学科を設置するととも

に、令和5年度には情報セキユリティ産学共同研究センターの開設を予定しているなど、

情報系人材の教育環境が整ってぃる。

また、長崎市では、Π・先端技休汾野などを中心に付加価値の高い企業誘致が進行して

1'・
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第3章情報化の動向と取組状況

2 本市のこれまでの取組状況

本市の情報化推進につぃては、平成お年度に策定した「長崎市情報化推進計画」に基

づき、取り組んできた。

本計画は、長崎市第四次総合計画に定める将来の都市像の実現に向け、様々な施策や事

業を情報化の側面から支援し、市民の利便性や満足度の向上を図ることを目標とし、「,情

報発信力強イヒ」、「産字官民協働による地域情報化推進」、「情報化推進による安全・安心で

豊かな生活の実現」、「行政事務の効率化・簡素化による市民サービスの向上」の4つの柱

を基本として、基幹業務システムのオープン化などに取り組むとともに、総合計画に定め

る基本施策や個別施策の実施にあたり、各部局におけるICTの有効な利活用や検討など

の取組みを支援してきた。

また、国の制度改正やマイナンバーなど新たな制度への対応をはじめ、年金機構の情報

漏洩を受けて求められたセキユリティ対策の強化など、直近の課題に対して適時対応して

きたが、これらは主に行政のデジタノHヒに係るものであり、地域情報化、都市のデジタル

化への対応が十分ではなかった。

しかしながら、少子高齢化やデジタノ吋支術の進展、新型コロナウイルス感染症の拡大な

ど、これまでと比較できないほど急速な社会情勢の変化に対応していくためには、これま

で行ってきた行政のデジタノWヒだけでなく、住む人や訪れる人に貢献する都市のデジタル

化も併せて推進していく必要がある。

'

※ l bps

データ転送の速度を表す単位で、1秒あたり何ピット転送されるかを示す。インターネットや携帯電

話の通信速度などを表す際に使われる。

※2 MICE

M ICEとは、企業等の会議(Meetin9)、企業等の行う報奨・研修旅行(インセンティブ旅行、

IncentiveTravel)、国際機関・団体、学会等が1テう国際会議(convention)、展示会・見本市、イペ

ント(巳(h山川on/EV印t)の頭文字を使った造語で、これらのピジネスィペントの総称。

※3 5G

第5世イt移動通信システム.高速大容、低遅延、多数同時接続の特徴を持つ。

※4 eスボーツ

エレクトロニック・スボーツの略。電子機器を用いて1丁う娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉であ

り、コンピユーターゲームをスポーツ競技として捉える際の名称。
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第4 デジタjレイヒの進展による社会変容

世界的にデジタノ山ヒが進展する中、デジタル・プラットフォーマーと呼ぱれる巨大 IT

企業が誕生し、これまでになかった技術やサーピスが生み出され、社会の前提やライフス

タイルが大きく変化しようとしている。この変化の兆候も踏まえ、2030年までにデジタ

ル化の進展により起こりうる社会を描いておく。

1 データが活用される社会

現実の世界から収集した様々なデータが活用され、サイバー空間(仮想空間)とりアル

空間(現実空間)を融合させることで、経済発展と社会的課題の解決が図られる

SocietY5.0の実現に向かっている。

〔関連〕 A I、 10T、デジタルツイン美1、ビッグデータ、オープンデータ

2 新しい技術やサービスで、らしやすさが向上している社会

自動化、無人化や遠隔診療などの新たな技林iやサーピスが、社会に実装され、暮らしや

すさが向上している。

第4章社会変容

〔関連〕 5G、ドローン、自動運転、遠隔診療、ロボット

3 あらゆるモノがサービスとして利用される社会

モノの「所有」から「利用」への変化がさらに進み、身の周りにあるあらゆるモノがサ

ーピスとして利用され、所有しないことが当たり前となり、必要なモノが、必要なときに

必要な分だけ、サーピスとして利用される。

〔関連〕サーキユラーエコノミー※2、シェアリングエコノミー※3、サブスクリプショ

4 様々な価値観を持つ人が活曜する社会

これまでの常識や価値観にとらわれない人が、社会化その個性や才能を認められ、新し

い価値を生み出そうと挑戦し、活躍している。

〔関連〕オープンイノベーション※5、ダイバーシティ'・'6、インクルージョン必7

10

5 リアルの価値か再評価される社会

様々な分野でデジタノⅢヒ、バーチャノ山ヒが進む一方で、デジタルでは代替できない、リ

アルでの交流や体験の価値が再三判西される。

〔関連〕ワーケーション夫8、関係人口※9、ニユーツーリズム※10
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第4章社会変容

※1 デジタルツイン

現実の社会から収集した様々なデータを、まるで双子であるかのように、仮想の空間(コンピユータ

上)で再現する技術のこと。

※2 サーキユラーエコノミー

型経済。製品、素材、資源の価値を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を小限化する

経済システムのこと。

※3 シエアリングエコノミー

個人や企業が持つモノや場所、スキルなどの有形・無形資産を、必要な人に提供したり、共有したり

する新しい経箸の動きのことや、そうした形態のサーピスのこと。

※4 サブスクリプション

定額料金を支払い利用するコンテンツやサーピスのこと。商品を「所有」ではなく、一定期間「利用」

するピジネスモデル。

※5 オープンイノベーション

異業種、異分野が持つ技術やアイデア、サーピス、ノウハウ、データなどを組み合わせ、革新的なピ

ジネスモデル、サービス開発、組織改革、地域活性化等につなげるイノベーションの方法論のこと。

※6 ダイバーシティ

多様性・相j皇点・多種多様性などの意味を持つ言葉。

※フインクルージヨン

「包括」「包含」「一体性」などの意味を持つ言葉。多様な人々が互いに個性を認め、一体感を持って

活動している状態。

※87ーケーシヨン

「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語。観光地やりゾート地でテレワークを活用し、働

きながら休暇をとる過ごし方。

※9 関係人口

地域と多様にかかわる人々を指す言葉。

※10 ニユーツーリズム

従来の旅行とは異なり旅行先での人や自然との触れ合いが重要視された新しいタイプの旅行のこと.

^
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第5 コンセプト

デジタル社会の進展は、長崎市にとって地理的な制約を取り除き、開港以来450年の間、

交流により新たな価値を創造して栄えてきた歴史や文化、風土、様々な困難を乗り越えてき

た人々の強さとやさしさなど、まちの個性や強みを資源として生かし、更に向上させる好機

である。

長崎市がデジタノWヒを進めるうえでの基本的な考え方と、デジタノUヒで目指す変化を「暮

らし」「交流」「行政」の3つの領域で示す。

「人」が主役のまちづくりを、

デジタル技術で加速させる。

長崎市は、デジタJレ技術を活用して、「どぅすれば、住む人も、訪れる人も、もっと侠適

で楽しめるまちになるのか。」、利用者のことを第一に考え、行政の職員も市民も一緒になっ

て、人にやさしい、「人」が主役のまちづくりをすすめます。

第5章コンセプト

<3つの領域>

デジタノⅢヒで変わる市民のらし

暮らしXデジタル

デジタノUヒで変わる訪れる人の過ごし方

交流Xデジタル

デジタノUヒで変わる市役所

行政Xデジタル

地域の課題が解決され

自分らしい暮らしが実現

多様なつながりと

新たな体験・価値を実感

一人ひとりにあった

利用しやすい行政サーピス
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第6章 2030年の目指す姿

第6 2030年の目指す姿

デジタル化の進展にともなう社会変容へ的確に対応し、長崎のまちづくりをデジタノUヒ

の側面から支えることで、どのようなまちとしたいのか、2030年の長崎市の目指す姿を

描く。

暮らしXデジタル

デジタjレ技術で人と人とがつながり、自分らしくいられるまち

デジタル技術でその困りごとが解決され、多様なコミユニティにおける人と人とのつな

がりが深まり、広がることで、互いを認め合い、自分らしくいられる住みやすいまちとな

つています。

次代を担う若者たちが国内外を麺台に活厩するまち

全国から夢や希望を持つ人材が集まり活躍した、かつての長崎のように、学都・長崎で

教育を受けた様々な能力や個性を持つ若者たちと国内外から集まった若者たちが長崎で

交流し、 A1などの先端技術を駆使して、国内外を鍾台に活躍し、いきいきと暮らしてい

ます。その活躍が世界から多様な人材を呼び込み、脈々と引き継がれる交流からイノベー

ションが生まれるまちとなっています。

2 デジタjレ技術が生活に溶け込み、便利でらしやすいまち

生活のあらゆる場面で、デジタル1支術を活用した様々なサーピスが提供され、利用者は、

特段意識せずその恩恵を享受し、長崎に合ったコンパクトで暮らしやすいまちとなってい

ます。サービスの利用は個人で選択できるため、一人ひとりの価値観に合わせて、暮らし

方を選択することができます。

データの活用により、新たな産業・サービスが生まれるまち

行政や企業などが持つ様々なデータが活用され、市内企業の経営改革や新規事業の創出

につながってぃます。情報系企業の進出や起業が増えるとともに、既存産業との連携が進

み、本市の産業全体が、デジタノⅢヒにより活性化しています。
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交 ^
Uル

デジタ」レ技術で新たな楽しみ方を創出し、人をひきつけているまち

デジタル技術を活用し、世界に通じる独自の歴史・文化などまちの魅力は、更に向上し

ています。100年に一度の変革で進化したまちでは、これまでになかった体験や楽しみが

増えるとともに、人と人との多様なつながりが生まれ、国内外から人が集まるまちとなっ

ています。

Xデジタル

゛^

政Xデジタル

行政DXにより、の高い市民サービスが提供されるまち

市役所自ら挑戦して、行政のデジタノⅢヒを進めており、市民が利用しやすい市役所に変

革し、市内事業者のデジタノWヒも牽引しています。変革により生まれた時間や財源は、市

民に還元され、これまで以上に良質なサーピスが提供されるまちとなっています。

第6章 2030年の目指す姿

デジタノWヒを進めるうえで大切なこと

デジタルfヒは「人々の暮らしを豊かにする」「人々の生命や安全を守る」「人々を

成長させる」など、人に貢献する手段であり、デジタノ誹士会の中心となるのは「人」

です。

また、デジタノWヒ社会においては、資源となり、イノベーションによる新たな価

値を創造するものは、様々な「データ」です。

このような、データを利活用して人々が安全にかつ安心して豊かな生活を送るた

めには、「報セキユリテイ」が確保され、しっかりと守られている必要があります。
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第7章基本方針

第7 基本方針

デジタル社会の進展という好機を活かし、本市の目指す姿を実現するため、次のとおり

基本方針を定める。

.

<施策体系図>

2030年の目指す姿を実現するための、基本方針、基本施策を「暮らし」「交流」「行

政」の3つの領域にそって分類し、まちづくりの主役である人を中心に配置したもの

猫祉子青て介垣酷災信風

基本方齢1

デジタル・ディバイド
のない藝らしの奥現

岳本緒紫1.1
デジタル活用を支援する

岳本箱照1-2
人と人とをつなぐ仕組みをつくる

戸晶

消肪コミユニテ

基本方針ユ

らしを支える基盤の寂適化

吾本^2-1
産鐵のスマート化を推進

琵本庭顕2-2
デジタノし技術で健やかな

喜らしをサポート

荘本方針5

まちの魅力向上

基本樫蹟S,1
XRコンテノツの創造

52

交流人口・聞係人口の創出

碁*方計6

スマート市投所^革

互本癌鰕6.1
スマートフォノの中IL市役所をつくる

暑

ポ

住む人

暮らしXデジタル

交逼 林水彦敦商

4

変化に対応できる人材の成

三本壕築●・1
GIG貞スクー,し楓想の推進

甚本箆焦4・2
デジタル社会を担う若者の成

デジタル・ディバイドのなしらしの実現

誰もが自分らしく豊かな生活を送れるまちを目指し、インターネット等のデジタル技術

を利用できる人とそうでない人との間に情報格差(デジタル・ディバイド)が生じないよ

う、誰一人取り残さない、人にやさしいデジタノⅢヒを推進します。

〔分野例〕医療・福祉・防災等

人
が中心

倒く人

爵儒スタトアップ

苓本方針3

活霞の榛会を創出

基本^・1
データ利活用の促進

基本楠和・2
チャレンジの場をつくる

訪れる人

人物脅成

語本^6-2
話務の見適しと働き方の変革

菩庫艶蘭6.3
悟報セキユリティの確保及σ
バーソナルデータの適正な取扱い

2 らしを支える基盤の'化

様々なヒト・モノ・コトを、デジタル技術でつなげることで、利便性や生産性を向上さ

せ、生活を支える都市機能を最適化し、持続可能なまちを構築します。

〔分野例〕交通・物流・環境・農林水産業等

観光 尋住支掛 企茜誘致

都
市

血、@
角

計
画
の
概
要
国
・
県
の
動
向

暮
ら
し

情
報
化
の
動
向
と

取
組
状
況

交
流

社
会
変
容

行
政

コ
ン
セ
プ
ト

2
0
3
0
年
の

目
指
蔓

基
本
施
策



3 活の機会を出

様々なデータや技術を活用できる場を提供するとともに、企業や大学をつなぎ、多様な

活躍の機会も創出することで、志を持った誰もが失敗を恐れずに挑戦できる環境をつくり

ます。

〔分野例〕産業・都市OS等

4 変化に対応できる人材の育成

次代を担う若者や子どもたちが、変化が激しく、先行きが見通せない不確実な社会を生

きる力を身に付けるとともに、その能力を伸ぱし、いかんなく発揮できるよう、学びと成

長を支えます。

〔分野例〕子育て・教育等

交流Xデジタル

5 まちの魅力向上

デジタル技術により、まちの魅力を磨き上げるとともに、これまでにない体験や楽しさ、

過ごしやすさを提供し、国内外の人から選ばれるまちにします。

〔分野例〕観光・移住促進等

第7章基本方針

行政Xデジタル

6 スマート市役所^革

まちの基盤となる市役所が自ら挑戦し、一人ひとりにあった利用しやすい行政サービス

を提供するスマート市役所に変革し、職員でないとできない仕事を充実させていきます。

〔分野例〕行政等
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第8章基本施策

第8

暮らしXデジタル

基本施策

基本方針1

1-1 デジタル活用を支援する
ひ

(1)現状(課題)

デジタル化の進展や新型コロナウイルス感染症がもたらすニユーノーマル和を背景

に、市民の生活スタイルや社会経済システムは急激に変容しつつぁる。しかしながら、

この変容に伴うデジタノ峅士会の進展へ対応できず、デジタノ山ヒの恩恵を受けることが困

難な市民が生じることも想定されることから、取り残さないよう支援する取組みが必要

となる。

(2)取組内容

インターネット等のデジタル技術を利用できる人とそうでない人との間に情報格差

が生じないよう、様々な主体と連携して支援を行う。また、デジタjレfヒに関する施策を

実施する際は、身体的、社会的、その他の様々な理由で利用できない人への対応もあわ

せて1テう。

(3) 3年後の目指す状態

公共施設や地域におけるコミユニティなど身近な場所で、デジタル技術を利用できな

い人をサボートする仕組み力畔蒜築されている。

デジタル・ディバイドのなし らしの実現

1-2 人と人とをつなぐ仕組みをつくる ゛,

(1)現状(課題)

本市では、各地域の特色を活かした取組みが、様々な団体との連携のもとで積極的に

行われ、地如戊のつながりが深まってぃる。また、SNSの普及などにより地域だけでなく

多様なコミユニティが生まれている。一方で、少子化や高齢化に加え、新型コロナウィ

ルス感染症による社会変容は、人と人とのつながりの希薄化も招いている。

(2)取組内容

デジタルが人と人のつながりを強め、地域{こおける大切な情報の共有や、困りごとの

解決につながる「助け合い、支え合い」の仕組みをつくる。

(3) 3年後の目指す状態

複数の地域において、デジタル技術を活用したコミユニティ内のつながりを強める仕

組みが動き始めている。
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「冨覇而]
2-1 産業のスマート化を推進

(1)現状(課題)

本市は全国より早いぺースで高齢化が進んでおり、特に水産農林の分野では、従事者

数が、総人口の減少率以上に減少し、高齢化している。今後、さらに労働力が不足して

いく中で、あらゆる分野においてデジタル技術の活用は急務である。

(2)取組内容

暮らしを支える様々な産業分野において、A1やロボット、10T等のデジタル技術を活

用した品質や生産性の向上による事業者の収益向上、働き方の変革を目指す取組みを支

援する。

(3) 3年後の目指す状態

複数の産業分野においてデジタル技術導入による生産性等の向上が実証され、導入が

進んでいる。

らしを支える

2-2 デジタル技術で健やかならしをサポート

(1)現状(課題) 醐鼬8柚岬晶、嫡

平均寿命の延び以上に健康寿命を延ばすことは、個人の生活の質の低下を防ぐ観点か

らも、社会的負担を軽減する観点からも重要となっており、体や心の健康づくりの推進

を一層図ることが必要となっている。

また、人口減少が進む中でも、誰もが住み慣れた地域で、安心して蓉らせる環境を維

持することが必要となる。

(2)取組内容

ICT技術などの活用により、遠隔診療や健康管理などを支援し、どこ化いても安心し

て暮らせる環境を実現する。

(3) 3年後の目指す状態

デジタル技術を活用した複数のサーピスが提供され、心身とも健康と感じている市民

が増えている。

第8章基本施策
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第8章基本施策

「瓦磊評司*
3-1 データ利活用の促進

(1)現状(課題)

スマートシティ※2を実現するためのカギは、行政や民間等で保有するデータを連携さ

せ、分野・組織を超えたデータ活用とサーピス1是供を可能とすることであるが、本市が

保有する行政データにつぃては、一部のデータのみの公開にとどまっている。

(2)取組内容

スマートシティ実現のためには、様々なデータが流通し活用される必要があることか

ら、官民の相互連携を前提としたデータ整備を行うとともに、データ利活用の促進を通

じた地域経済の活性化や地域課題の解決を図っていく。

(3) 3年後の目指す状態

民間と行政で持続可能なデータ連携基盤の運営体制が確立され、新たなサーピスの創

出につながっている。

冨を出

3-2 チヤレンジの場をつくる

〆(1)現状(課題)

GIGAスクール構想那の推進により、プログラミング教育が充実してきているが、

教育の過程でテクノロジーに関心を持った子どもたちが、さらに学びを深める場が十分

でない。また、多くの若者が朧哉や進学のタイミングで他都市に転出しており、若者に

とって魅力ある仕事やチャレンジできる場が十分でないために、残りたくても残れない、

戻りたくても戻れないという現状がある。今後、この状況を好転させるためには、市内

のDXを牽引するIT企業やスタートアップを支援することなどにより「チャレンジで

きる場」を数多くつくっていく必要がある。

)取組内容

デジタル技術への興味を深めたい子どもたちが、多様な最新のテクノロジーに触れ、

日常生活ではできない体験をしたり、思い描いていることを実現できる場をつくる。ま

た、若者が新たな価値やサーピスの創出に向け、チャレンジできる環境をつくる。

) 3年後の目指す状態

子どもたちがいつでも安全に、無料で最新のテクノロジーに触れられる場が提供され

ている。また、若者が最新のテクノロジーを活かしてチャレンジできる場として、1T

企業の誘致が増加するとともに、若者によるスタートアップも増加している。
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4-1 GIGAスクール想の推進

(1)現状(課題)

コロナ禍を契機に、子どもたちへの一人一台端末の配布など、字校教育におけるデジ

タノ■ヒが急速に進んでいる。今後、一人ひとりの理解度に応じた学習や各自の意見を即

時に共有し、多様な意見にも触れられる協働字習の実現が求められている。

2)取組内容

家庭でも安全に端末を利用できる環境を実現し、「一人ひとりに合わせた学び」や、

自他の考えを広げ、深めて、新たな考えを生み出す「創造性を育む学び」を実現する。

(3) 3年後の目指す状態

児童・生徒が課題を解決する中で、自分自身の生き方について考える力を身につけて

いる。家庭でも安全に端末を利用できる環境が実現しており、個別学習や協働学習のた

めの授業内容が構築されている。

方針4 変化に対応できる人材の成

4-2 デジタル社会を担う若者の育成

(1)現状(課題)

長崎県内の大字では、近年、情報技術系の学部が相次ぎ創設されるなど、知の拠点と

して充実してきており、デジタル人材を求める IT系企業の誘致も増加していることか

ら、デジタル社会を牽引していく長崎で学んだ若者にとって、魅力あるしごとの場づく

りを継続するとともに、今後ますます不足することが見込まれるデジタル人材の育成に

ついて支援していく必要がある。

(2)取組内容

急速に変化するデジタルネ士会に対応し、末来のまちをつくるデジタル人材の育成を支

援する。

(3) 3年後の目指す状態

即戦力のデジタル人材として活躍できる実践的なカリキユラムを産学官が連携して

実施している。

第8章基本施策
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第8章基本施策

交 ^
リル

「冨覇而司 まちの魅力向上

Xデジタル

5-1 XRコンテンツの創造

(1)現状(課題)

本市は、歴史や文化などポテンシャルがあるものの、十分に活かしきれておらず、顧客二

ーズに対応した資淵磨きと活用、魅力あるコンテンツづくりが不十分である;デジタノ時土会

に対応するためには、デジタル技術と地域資源の融合によって相乗効果を生み出し、これま

で1こない魅力あるコンテンツを創造することが求められている。

(2)取組内容

リアル(現実空間)の良さをバーチャル(仮想空間)の利点と融合させることで、新たな

XR※4コンテンツを創造し、これまでにない体験や楽しさを提供し、まちの魅力を向上さ

せる。

(3) 3年後の目指す状態

地域資源が磨かれ、魅力あるコンテンツとして活用されている。

5-2 交流人口・関係人口の創出

(1)現状(課題)

人口減少時代という局面を迎え、都市の活力を持ち続けるためには、人口減少対策ととも

に、交流人口拡大の取組みが欠かせない。旅行のスタイルが団体から個人・小グループに変

化・多様化しており、「」より「質」を望視する必要が生じており、きめ細やかなマーケ

ティングが求められている。また、デジタノW支術の進展により都会でなくても地方で活躍で

きる環境が整いつつぁり、働き方とともにライフスタイルも多様化している中で、まちの魅

力を感じてもらい、交流人口の増加につなげていく必要がある。

(2)取組内容

地域観光の課題、地域事業者や訪問客二ーズをマーケティングの力で把握・分析し、新た

な観光需要を創出し、交流人口を創出していく。また、効果的な情報発信により、まちの魅

力を伝えることで、将来的に移住にもつながる関係人口の創出・拡大にも取り組む。

(3) 3年後の目指す状態

ターゲットとした来訪者が増加している。また、住む人と訪れる人との交流が広がり、SNS

でまちの魅力を発信する件数が増加している。
T、

計
画
の
概
要
国
・
県
の
動
向

情
報
化
の
動
向
と

取
組
状
況

社
会
変
容

コ
ン
セ
プ
ト

2
0
3
0
年
の

目
指
蔓

基
本
方
針

基
本
施
策



行政Xデジタル

「亙磊磊η スマート市役所への変

6-1 スマートフオンの中に市役所をつくる

(1)現状(課題)

本市は、「押印」については一定整理しているものの、依然として書面・・対面を前提とし

た手続きが多く、来庁する時間や窓口での待ち時問など、市民等に手間をかけさせている。

(2)取組内容

市役所に市民等が足を運ぱなくても市のサーピスを享受できる仕組みを構築し、様々な行

政サーピスをスマートフォン、パソコン、タブレットなどで利用できるようにする。

(3) 3年後の目指す状態

申謂件数が多く、市民や事業者の利便性向上の効果が高い手続きがオンライン化され、ま

た、相談等もオンラインで利用できるようになり、市民等の手続きに要する手間や時間が削

減されている。

第8章基本施策

6-2 業務の見直しと働き方を変革する

.
(1)現状(課題)

本市は、生産年齢人口が減少の一途をたどっており、働き手の確保が難しくなってき

ている。そのような中でも、デジタル技術の活用により生産性を向上することで、サー

ピスを継続して提供できるよう、企業や行政においてデジタル化の推進が求められてぃ

る。

(2)取組内容

デジタル技術を活用して業務プロセス自体に変革を起こし、'情報システムの標準化・

共通化や業務の自動化・ペーパーレス化など社会のデジタノUヒに対応することで、市民

の利便性向上や業務の効率化を図る。また、職員のIC「りテラシー向上のための研修や

取組みを戦略的に展開する。

(3) 3年後の目指す状態

新庁舎移転を契機とした新たな働き方が定着しており、多くの職員がデジタル技術を

活用して業務を効率化していくという意識を持ち、スマート市役所の実現へ向け、業務

システムの標準化・共通化が順調に進んでいる。
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第8章基本施策

6 -3

( 1 )

報セキユリティの確保及びパーソナルデータの適正な取扱い

現状(課題)

都市と行政のデジタノⅢヒを推進することにより、様々な情報をデジタルデータとして

取り扱うこととなるため、市民等が安心、・安全にサーピスを利用できるよう、,情報セキ

ユリディの確保と個人情報を含むパーソナルデータ※5の適正な管理が求められる。

(2)取組内容

デジタノ断ヒの推進により増加する情報やその情報を管理するシステムについて、法令

等に則り適正に管理するとともに、個人情報保護法の改正など、ルールの見直しに適宜

対応し、安全安心なサービスを提供していく。

(3) 3年後の目指す状態

情報セキユリティボリシー等に基づいた適切な情報セキユリティ対策を講じており、

その保有するパーソナルデータが適正に取扱われている。

※1 ニユーノーマル

「新しい常態」を意味し、社会に大きな変化が起こり、変化が起こる以前とは同じ姿に戻ることがで

きず、新たな常識が定すること.

※2 スマートシテイ

先進的技術の活用により、都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、各種の課題の解決を図

るとともに、,快適性や利便性を含めた新たな価値を創出する取組みであり、 societγ5.0が先行的に実

現している場。

※3 GIGAスクーノ垪薄想

Globalandlnnovation ●tewayforA11の略。児童生徒向けの 1人 1台^と、高速大容の通信

ネットワークを一体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別適化さ

れた創造性を育む教育を実現させる構想。

※4 XR

VR (仮想現実)・AR (拡張現実)・MR (複合現実)など現実世界と仮想世界を融合し、新たな体験

をつくり出す技術の総称。

※5 パーソナルデータ

、ウエアラブル機器から収集された個人情報を含む個人に関個人の性情報、移動・行動・購

する様々な情報。
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用語集

用語

5 G (ファイブ・

ジー)

AI

BPS

解説

第5世代移動通信システム。高速大容、低遅延、多数同

時接続の特徴を持つ。

Arti打Cia11nte11igence の略。人工知能。

データ転送の速度を表す単位で、1秒あたり何ピット転送

されるかを示す。インターネットや携帯電話の通信速度な

どを表す際に使われる。

「1Tの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に

変化させる」という概念であり、「デジタル技術による変革」

を意味する。データやデジタル技術を活用することがDX

ではなく、活用したうえで、社会そのものがより良い方向

へ変革する必要がある。

エレクトロニック・スボーツの略。電子機器を用いて行う

娯楽、競技、スポーツ全般を指す言葉であり、コンピユー

ターゲームをスボーツ競技として捉える際の名称。

Globaland lnnoV己tion ●tewayforA11の略。児童生徒向

けの1人1台端末と、高速大容の通信ネットワークをー

体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことの

なく、公正に個別最適化された創造性を育む教育を実現さ

せる構想。

Information & comrnuniC己tions Techn010gyの略。,情報
通信技術。

Internet of ThingSの略。人を介さず、自動車、家電など

あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取

りをすること。

M ICEとは、企業等の会議(Meeting)、企業等の行う報

奨・る刑虜旅行(インセンティブ旅行、 1ncentive Travel)、

国際機関・団体、学会等が行う国際会議(convention)、

展示会・見本市、イベント(Exh山ition/Event)の頭文字

を使った造語で、これらのビジネスイベントの総称。

rsust己in己ble Development Goals (持続可能な開発目

標)」の略称。平成27(2015)年9月25日に国連サミット

で採択された、令和 12(203の年までに持続可能でよりよ

い世界をめざす国際目標。17のゴール・169のターゲット

から構成され、地球上の「誰一人取ゆ残さない(1e己Veno

Onebehind)」ことをっている。

DX (デジタル・

トランスフオーメ

^三ノヨ》ノ

eスボーツ

(数字・才アルファベット・才五十音順)

ページ

P8

GIGAスクール

構想

I C T

1 0 T

MICE

P2

P8
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P2
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用粘

Society 5.0

解説

狩猟社会(society l.0)、農耕社会(society 2.0)、工業

社会(society 3.0)、,情報社会(society4.0)に続く、新
たな社会を指すもの。第5期科学技術基本計画で我が国が

めざすべき未来社会の姿として初めて提唱された言葉。サ

イバー空間(仮想空問)とフィジカル空間(現実空問)を

高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題

の解決を両立する、人間中心の社会(sociew)。

XR

インクルージョン

オープンイノベー

シヨ_ノ

VR (仮想現実)・AR (拡張現実)・・ MR (複合現実)など現

実世界と仮想世界を融合し、新たな体験をつくり出す技術

の総称。

「包括」「包含」「一体性」の意味を持つ言葉。多様な人々

が互いに個性を認め、一体感を持って活動している状態。

異業種、異分野が持つ技術やアイデア、サービス、ノウハ

ウ、データなどを組み合わせ、革新的なピジネスモデル、

サーピス開発、組織改革、地域活性化等につなげるイノベ

ーションの方法論のこと。

行政や公共機関などが保有する地理空間情報、防災・減災

情報、統計情報といった公共性の高いデータのうち、「機械

判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルール

で公開されたデータ」のこと。

地域と多様にかかわる人々を指す言葉。

循環型経済。製品、素材、資源の価値を可能な限り長く保

全・維持し、廃棄物の発生を最小限化する経済システムの

こと。

定額料金を支払い利用するコンテンツやサーピスのこと。

商品を「所有」ではなく、一定期間「利用」するピジネス

モデル。

個人や企業が持つモノや場所、スキルなどの有形・無形資

産を、必要な人に提供したり、共有したりする新しい経済

の動きのことや、そうした形態のサーピスのこと。

先進的技術の活用により、都市や地域の機能やサーピスを

効率化・高度化し、各種の課題の解決を図るとともに、快

適性や利便性を含めた新たな価値を創出する取組みであ

り、 society5.0が先行的に実現している場。

多様性・相違点・多種多様性などの意味を持つ言葉。

現実の社会から収集した様々なデータを、まるで双子であ

るかのように、仮想の空間(コンピユータ上)で再現する

技術のこと。

オープンデータ

関係人口

サーキユラーエコ

ノミー

P5

サブスクリプショ

ン

シエアリングエコ

ノミー

スマートシティ

P I 0

ダイバーシティ

デジタルツイン

P I 0

P I 0

P I 0

P I 0

P I 0

ページ



用語

デジタル・ディバ

イド

ニユーツーリズム

ニユーノーマル

解説

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる

者と利用できない者との間に生じる格差。

従来の旅行とは異なり旅行先での人や自然との触れ合いが

重要視された新しいタイプの旅行のこと。

「新しい常態」を意味し、社会に大きな変化が起こり、変

化が起こる以前とは同じ姿に戻ることができず、新たな常

識が定着すること。

個人の属性情報、移動・行動・購買履歴、ウエアラブル機

器から収集された個人情報を含む個人に関する様々な情

報。

従来の構造化データ(Exce1等)と異なり、テキスト・音声・

動画・画像・SNS・vvebページなどから得られるデータを

含む様々な種類・形式のデータによって構成された巨大な

データ群のこと。

「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語。観光

地やりゾート地でテレワークを活用し、働きながら休暇を

とる過ごし方。

パーソナルデータ

ビッグデータ

ワーケーシヨン

ページ

P6

P I 0

P 1 7



普段意識しなくても、そっと暮らしやすさに頁献する、それがデジタjレの得意技

.

◆

H重、ι,0

長崎市情報政策推進室

〒850-0032

長崎市興善町2-21明治安田生命長崎興善町ピル6F

TEL 095-829-1414

E・mailjoho seisaku@city.naga5aki.1g.jp
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